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検体用血液送付
【スライド８へ】

キット内容物確認
【スライド３，４へ】

検体採取キット
到着

不備あり

不備なし
協力拒否

協力承諾

※１ 日赤等への連絡は不要 です。
検体採取キットは破棄し、同意書は
必ずシュレッダーしてください。

終了※１

同意書2部作成
【スライド５へ】

終了※２

移植/提供
中止

※２ 日赤等への連絡は不要です。
検体採取キットは破棄してください。移植/提供実施

日本骨髄バンクへ
連絡

検体提供者へ説明

採血
【スライド７へ】

同意書の送付
【スライド６へ】

【お問合せ先】

◆倫理審査等に関するお問合せは
日本赤十字社までお寄せ下さい。

E-mail：zoketsu-k@jrc.or.jp

TEL：03-3437-7205（平日9時～17時）

◆検体採取キットの不備等に関する
お問合せは日本骨髄バンクまで
お寄せください。

TEL：03-5244-5885（平日9時～17時）

１ 検体及び同意書送付までの流れ



① 同意説明書

② 同意書(番号ラベル貼付済)
同意書（提出用）
同意書（本人控え）

③ 同意撤回書(番号ラベル貼付済)

④ 同意書送付用封筒

（１） 検体採取キット（①～⑨）

検体採取に必要な書類及び資材
（検体採取キット①～⑨）は、
（公財）日本骨髄バンクより送付
されます

２ 検体採取キットについて（1/2）

各1部

【検体採取キット(同意書関連)】
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①
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⑤

⑧

⑥

⑦

⑨

２ 検体採取キットについて（2/2）

【検体採取キット(検体送付関連)】

⑤ 試験管
(番号ラベル貼付済)

⑥ 吸水バッグ

⑦ 耐圧パウチ

⑧ 検体送付用封筒

⑨ 予備ラベル

検体交差防止のために…！

②③⑤のラベル番号と⑨予備ラベル番号が同一であることの確認を！！



全ての項目にチェックが必要、必ず記入を確認！

代諾者が記入

遺伝情報開示
を希望する場
合は、すべて
記入

必ず記入
（説明者）

同意書（1枚目） 同意書抜粋（２枚目）
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３ 同意書の記入・送付手順（1/2）
1.事前に「同意説明書」を用い、検体提供者に本事業の説明を
行う

2.説明・理解後、「同意書（番号ラベル貼付済）」に提供者が
記入 ※提出用と本人控えの2部に記入



3. 同意書の記載事項をすべて確認する

4. 「同意書（番号ラベル貼付済）」 １部及び「同意撤回書
（番号ラベル 貼付済）」を検体提供者に渡す

5. 同意書送付用封筒に記載されている差出有効期間内（切手
貼付不要）であることを確認する

6. 封筒の差出人の機関名（施設名）、所在地、担当者を記入
する

7. 提出用（保管用）の同意書を同意書送付用封筒を用いて送
付する
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３ 同意書の記入・送付手順（2/2）



1. 検体用血液（２ｍL程度）を「試験管（番号ラベル貼付
済）」に入れる
・・・採血は原則として診療上必要時実施

2. 患者さんの病態等により、既定の採血量では十分な白血球
数を得られない場合には、担当医師の判断で２ｍL以上の
採血も可能
・・・但し、試験管は通常のものを使用する
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４ 検体血液の送付手順（1/2）
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①試験管は、血液の漏
れがないことを確認
し、吸水バッグに入
れる

この線より
下に検体を
入れて密封

②耐圧パウチの両面
テープ部分を折込
み、密封する

③検体送付用封等を
用い、必要事項（差
出人）を記入

Ⓑ

４ 検体血液の送付手順（2/2）

Ⓐ
Ⓒ

折り込む

3. 採血後の試験管はⒶ吸水バッグ⇒Ⓑ耐圧パウチ⇒Ⓒ検体送
付用封筒の順に入れ、簡易書留で送付する



５ よくある質問（１/2）

1. 採取した検体はいつ送ってもよいのか。
→土日・祝日含めいつでも送付いただけます。

2. 採取した検体を当日中に発送できない場合、保管方法に指
定はあるか。
→基本的に常温保管で問題ありませんが、２～３日を超え
る場合は冷蔵庫での保管をお願いします。

3. 患者の検体・同意書を日赤へ送付した後、ドナー選定後終
了となった場合、次のドナー選定後に患者の検体・同意書
を再度送付する必要があるか。
→再送の必要はありません。

4. 提供者の同意説明はＨＣＴＣが行ってもよいのか。
→ＨＣＴＣの方にも行っていただけます。同意書の説明者
欄に氏名、所属、説明日を必ずご記載ください。



５ よくある質問（２/2）

5. なぜ同意書は同じものが2部あるのか。
→1部は日本赤十字社あてに専用封筒にて送付いただき、
もう1部は提供者の方に控えとして必ずお渡しください。


